
平成２２年度        うめ病害虫防除暦 
                                           下伊那園芸農業協同組合 

 

◎薬剤散布には、農薬使用基準を遵守し、隣接園・他品種に飛散しないように注意して防除する。 

◎農薬散布は対象病害虫に対し散布タイミング、散布量が大切です。 
 

満開日   月   日 落花期（８０％落花が見られた日）      月   日 
 

回 

数 防除時期 
薬剤と調合量(倍率)

【水 100㍑＋展着剤】   
散布量

10ａ当り 発生病害虫 注 意 事 項 
散布 

月日 散布薬剤名 

  カリカリ出荷用       

１ 

休眠期 

11月下旬 

～12月末 

スプレーオイル 

石灰硫黄合剤 

2L

10 L

50 倍

10 倍
350 L

黒 星 病 

かいよう病 

変 葉 病 

カイガラムシ類 

1.温暖な日を選び丁寧に散布する。 

2.コスカシバの秋期防除が徹底できなか

った園は被害部のヤニを取除き、ガットキ

ラー乳剤 100 倍液を寄生部の枝幹に散

布する。 

  

２ 展葉初期 
ダイアジノン水和剤３４ 

マイコシールド 

100ｇ

66ｇ

1000 倍

1500 倍
350 L
かいよう病 

アブラムシ類 

ウメケムシ 

 1.かいよう病の発生園ではこの回から４

月下旬まで重要な防除となるので丁

寧に散布する。 

 2.かいよう病防除にアグレプト水和剤、

アグリマイシン 100 は使用後から収

穫日数が長いので使用しない。 

  

３ ４月下旬 
イオウフロアブル 

マイコシールド 

200ml

66ｇ

500 倍

1500 倍
400 L
黒 星 病 

菌 核 病 

 1.コスカシバの寄生部からヤニ（虫糞）

の排出が盛んになるので見つけしだ

い捕殺する。 

 2.コスカシバ防除としてスカシバコンを

１０ａ当り５０～１００本を基準に設置し

防除に努める。 

  

４ ５月上旬 
スコア顆粒水和剤 

バリアード顆粒水和剤 

33ｇ

25ｇ

3000 倍

4000 倍
400 L
黒 星 病 

かいよう病 

アブラムシ類 

 1.黒星病の感染期になるので丁寧に散

布する。 

 2.バリアード顆粒水和剤は蚕毒が非

常に強いので散布には充分注意。

桑園隣接園では使用しない。 

  

５ ５月中旬 
ストロビードライフロアブル

モスピラン水溶剤 

33ｇ

25ｇ

3000 倍

4000 倍
400 L
黒 星 病 

アブラムシ類 

ウメケムシ 

 1.モスピラン水溶剤は蚕毒が非常に

強いので散布には十分注意する。

桑園隣接園では使用しない。 

  

カリカリ出荷の農薬散布は５月中旬までとする。  

専用過熟 

 

 

 

 

  

６ ５月下旬 
スコア顆粒水和剤 

アディオン水和剤 

33ｇ

50ｇ

3000 倍

2000 倍
400 L
黒 星 病 

アブラムシ類 

ウメケムシ 

 1.専用過熟小梅・中大梅は、今回と次

回に防除を行う。 

 2.アディオン水和剤は合成ピレスロイ

ド剤なので指定地域で使用する。 

  

７ ６月上旬 ストロビードライフロアブル 33ｇ 3000 倍 400 L 黒 星 病    

８ 
7 月中旬 

収穫後 
アプロード水和剤 100ｇ 1000 倍 400 L カイガラムシ類 

 1.アブラムシの多い場合は収穫後に

バリアード顆粒水和剤 4000 倍を散

布する。 

  

９ 
９月中旬 

～下旬 
スミチオン乳剤 100ml 1000 倍 450 L コスカシバ 

 1.主幹、主枝を中心に樹全体を洗うよう

に散布する。 
  

＊ 薬剤散布は樹の上からも散布し、新梢先端（徒長枝）にも十分量薬液が掛かる様に散布すること。 

○注 登録抹消薬剤 （次の農薬はうめでは使用できません。） 
殺菌剤 サニパー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊防除暦以外の農薬散布をする際、散布前に園協指導課まで御相談下さい。電話２２－２０００ FAX５３－３０４５ 

防除暦使用農薬一覧(抜粋)            ※印は合成ピレスロイド剤のため使用地域で使用する。 

殺  菌  剤 殺  虫  剤 

農  薬  名 倍率 使用時期／回数 農  薬  名 倍率 使用時期／回数 

アグリマイシン―１００ 1000 収穫９０日前まで／２回 ＤＤＶＰ乳剤５０ 1000～2000 収穫７日前まで／６回 

アグレプト水和剤 1000～2000 収穫９０日前まで／２回 ※アグロスリン水和剤 2000 収穫７日前まで／３回 

イオウフロアブル 500 －／４回 ※アディオン水和剤 2000 収穫前日まで／２回 

オーシャイン水和剤 3000 収穫前日まで／３回  アドマイヤー水和剤 2000 収穫２１日前まで／２回 

オーソサイド水和剤８０ 800～1000 収穫２１日前まで／３回  アプロード水和剤 1000 収穫後～落葉前／２回 

スコア顆粒水和剤 3000 収穫７日前まで／３回  アルバリン顆粒水溶剤 2000 収穫７日前まで／３回 

ストロビードライフロアブル 2000～3000 収穫７日前まで／３回  オリオン水和剤４０ 1000 収穫７日前まで／３回 

石灰硫黄合剤 8 発芽前まで  ガットキラー乳剤 50～100 休眠期／２回 

デランフロアブル 2000 収穫４５日前まで／１回  スプラサイド水和剤 1500 収穫１４日前まで／２回 

トップジンＭ水和剤 1000～1500 収穫２１日前まで／３回  スプレーオイル 30～50 １２月／－ 

マイコシールド 1500 収穫２１日前まで／４回  スミチオン乳剤 1000～2000 収穫１４日前まで／２回 

ロブラール水和剤 1000～1500 収穫４５日前まで／２回  ダイアジノン水和剤３５ 1000～1500 収穫２１日前まで／２回 

  バリアード顆粒水和剤 4000 収穫前日まで／２回 

  モスピラン水溶剤 2000～4000 収穫７日前まで／２回 


